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特
に
Ａ
地
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の
環
壕
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珍
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域
説
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説
が
あ
り
ま
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で

が
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今
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と
こ
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ツ
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で
あ
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と
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現
在
は
環
壕
、
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居
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遺
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保

存
の
た
め
、
埋
め
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静
川
遺
跡
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上
に
立
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、
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文
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が
こ
の
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暮
ら
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、
何
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た
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ど
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像
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、
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る

か
４
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年
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小
牧
に
想
い
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て
み
て
は
い
か
が
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し
ょ
う
か
。
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牧
発
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を
訪
ね
て
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勇
払
会
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は
勇
払
の
市
街
地

に
位
置
し
、
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払
市
街
地
の
道
道
苫

小
牧
環
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線
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側
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宅
街
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ま

れ
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。

こ
の
場
所
は
勇
払
の
地
に
会
所
と
い

う
商
業
上
の
取
引
所
が
あ
っ
た
こ
と

を
現
す
貴
重
な
史
跡
で
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。

　

勇
払
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１
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０

４
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の
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前
藩
成
立
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ヌ
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運
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こ
の
地
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▲静川遺跡正面（案内板があります）
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▲静川遺跡入口

遺跡北側から登ることができる

▲静川遺跡上部

�遺跡の全景（現在は埋め
戻され、直接見ることはで
きません）

�遺跡の地図（環壕のある
Ａ地区、住居跡のあるＢ地
区からなる）

ＡＢ

�
環
壕

�
環
壕
断
面

　昭和５５（１９８０）年国家石油備蓄基地建設に係る埋蔵文化財分布
調査により、静川１６遺跡として発見されました。昭和５７（１９８２）
年に記録保存ために発掘調査をしたところ、東西に双頭状に分
かれた台地から多くの遺構、遺物が発見されました。
　Ａ地区からは上幅２～３ｍ、下幅０．３～０．５ｍ、深さ１．０～１．８
ｍで全長１３９ｍにおよぶＶ字状をした環壕と直径８ｍほどの炉
を持たない建造物跡２棟、Ｂ地区からは直径３～５ｍで楕円形
をした竪穴住居跡３３軒、墳墓、落とし穴、土器片囲炉、焼土跡
など多数の遺構が発見されました。また、両地区からは縄文時
代早期から続縄文時代までの土器、石器や装身具類１８万点が出
土しました。

現在は石碑があるのみで、当時の繁
栄や建物などの面影はない

▲勇払会所の跡全景

▼開拓使三角測量　Ｍ・Ｓ・デーの測量隊

▲縄文式土器（博物館展示） ▲勇払会所の外観を模した勇武津資料館

▼八王子千人同心の姿

苫小牧市内の指定文化財一覧
指定日所在地名称種類指定区分

昭和６２年１月８日字静川９３番の７～１１静川遺跡史跡
国

平成１２年４月２８日字高丘北海道大学苫小牧研究林森林記念館（旧標本貯蔵室）登録有形文化財

昭和４２年３月１７日字勇払１３２番地の４９開拓使三角測量勇払基点史跡

道 昭和４２年３月１７日字樽前国有林樽前山熔岩円頂丘天然記念物

昭和４２年６月２２日末広町３丁目９番７号アイヌ丸木舟及び推進具有形文化財

昭和３１年３月１０日字勇払５０番地の４、１２勇払会所の跡史跡

市

昭和３１年３月１０日字勇払１３２番地の３８蝦夷地開拓移住隊士の墓史跡

昭和３６年１０月４日字勇払１３８番地の１勇払恵比寿神社奉納品２１点民俗文化財

昭和５４年７月４日字錦岡２３８番地の１林重右衛門墓碑有形文化財

昭和５４年１２月２８日宮前町３丁目６番２０号錦岡樽前山神社円空作樽前権現像及び奉納品７点有形・民俗文化財

昭和５９年４月６日字勇払４６番地の２勇武津不動及び奉納品７点民俗文化財

指定文化財以外には、史跡５、天然記念物２、民俗文化財７、有形文化財１の計１５の文化財が市内にあります

文化財とは？

文化財の中で特に重要で、国や道および市町村が指定・選定を行って保護の対象としてい
るものを指定文化財といいます。

我が国の長い歴史のなかで生まれ、育まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な財産の
ことです。また、文化財保護法において保護の対象とするものを文化財といいます。

指定文化財とは？

詳細　文化振興課　�３２-６７５２　http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/ で文化財　検索
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史 跡を訪ねて
～苫小牧市内の文化財を紹介します～

苫小牧市内には現在１１の指定文化財があります。文化財は苫小牧市だけではなく日本
という国の歴史を伝える貴重な文化遺産です。今回の特集では苫小牧の歴史を知る上
で重要な史跡を訪ね、その歴史上の背景と概要について紹介します。

縄
文
人
の
居
住
地
を
訪
ね
て


